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平成20年６月橋本市議会定例会会議録（第６号）その４ 

平成20年６月20日（金） 

                                          

   

 日程第５ 議案第14号 橋本市都市計画税 

条例の一部を改正する条例につ 

いて から、日程第７ 議案 

第15号 土地の取得について  

まで 

○議長（中上良隆君）日程第５ 議案第14号

橋本市都市計画税条例の一部を改正する条例

について から、日程第７ 議案第15号 土

地の取得について までの３件を一括議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）それでは、ただ今上程

されました追加議案について、ご説明を申し

上げます。 

 議案第13号は、平成20年度一般会計補正予

算（第３号）でございます。 

 今年度、橋本開基の恩人と言われる応其上

人の没後400年の節目にあたることから、橋本

市まちの歴史資料保存会や観光協会等との共

催で記念事業を実施すべく、講演事業開催費

やパンフレット印刷費など、あわせて50万円

を計上いたしました。 

 次に、土木費では、去る５月24日から25日

にかけて、紀北地方を中心とした集中豪雨に

より災害が発生し、当初予算に計上していた

道路等への崩壊土砂排除経費も残り少なくな

ったことから、今後の災害に備え、土砂排除

経費を補正するとともに、災害復旧費に災害

箇所の測量を実施するための手数料を予算化

いたしました。 

 なお、災害復旧工事費につきましては、国

の査定後に予算計上をすることになります。 

 議案第14号は、橋本市都市計画税条例の一

部を改正する条例についてであります。これ

は、地域公共交通の活性化及び再生に関する

法律の一部を改正する法律が平成20年５月23

日付で可決され、同月30日付で公布されたこ

とに伴う所要の改正を行うものであります。 

 議案第15号は、土地の取得についてであり

ます。 

 今回、橋本市神野々字上穴伏谷の企業誘致

用地の面積が確定したことから、その用地取

得のために橋本市土地開発公社と土地売買契

約を締結するにあたり、議会の議決を求める

ものであります。 

 いずれの議案も６月議会に提案後、確定し

た事案でございますので、今回追加提案をさ

せていただきました。 

 議員各位には、よろしくご審議の上、ご賛

同賜りますようお願い申し上げ、提案理由と

いたします。 

○議長（中上良隆君）市長の説明が終わりま

した。 

 これより、議案第14号について質疑を行い

ます。 

 質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）新旧対照表を見ました

ら、第53項から第58項までというのが、第59

項までに変わったわけなんですけれども、こ

れで具体的に何がどのように変わるのか、ご

説明をお願いいたします。 

○議長（中上良隆君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）第59項なんですけ

れども、これは地域公共交通の活性化及び再

生に関する法律の一部を改正する法律という
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のがございまして、ここに規定しております、

国の法律なんですが、鉄道事業再構築事業を

実施する路線において、政府の補助を受けて

平成22年３月31日までに取得いたしました家

屋及び償却資産に対しまして、取得後５年度

間、４分の１ということの課税表示の特例措

置でございます。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第14号に

ついては会議規則第37条第３項の規定により、

委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第14号 橋本市都市計画税

条例の一部を改正する条例について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 次に、議案第13号について質疑を行います。

全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）７ページの企画費の

中の、応其上人没後400年顕彰事業に要する経

費50万円。これ、先ほど市長が説明されたよ

うに、橋本市にとっては大変恩人と言われて

いる応其上人のことなんですけども、ここで

ちょっとお聞きしたいのは、憲法の第７章の

財政というところの第89条の中に、公の財産

の支出利用の制限というところがあります。

これは要するに、公金その他の公の財産は、

宗教上の組織もしくは団体の使用、便益もし

くは維持のため、または公の支配に属しない

慈善、教育もしくは博愛の事業に対し、これ

を支出し、またはその利用に供してはならな

い。という憲法があるんです。ここら辺の解

釈について、当局、どのように思われている

のか説明してください。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）確かに応其上人と

いう名前からいきましても、これは僧侶でご

ざいます。真言宗の僧侶でございますけれど

も、橋本市とのかかわりでございます。その

部分につきましては政治家の部分ということ

で、秀吉から塩市の免許を取得したというこ

ととか、営造家としまして橋本橋をかけた、

それから岩倉池、引の池、平谷池というよう

な改修を行ったりというところがございます。 

 ということで、僧侶の部分は触れらずにと

いったらおかしいけど、そこのところは関係

しませんで、橋本市の、その功績の部分で没

後400年の顕彰を行っていきたいということ

で、これは過去を見ましたら50年単位でやっ

ていたようでございます。主催についてはわ

かりませんが。 

 それと、県のほうでも、県立博物館のほう

で10月18日から11月24日まで、これはそうい

うことで特別展がございます。それと、この

事業につきましても、現在ちょっと確定して

ませんけども、県の助成についても今協議を
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しているところで、県との中でも、そういう

ことについてはオーケーやということでして

ます。何ぼいただけるかいただけないかとい

うのは、まだちょっと確定してございません

けれども、そういう協議も進めている状況で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）確かに説明されたよ

うに、橋本市にとっては大変貢献のある方と

いうか、上人やったということは今の説明で

わかったんですけど、ただ、僕は指摘してお

きたいのは、公金の使い道を、この89条に抵

触しないのかなということで、しないのであ

れば結構な話なんですけどもね。そこら辺を

きっちりと、公金ですから、支出に関しては

きっちりとそれを踏まえた上で出していただ

きたいと、そういうふうに思いますので、そ

の点だけはっきり言うておいてください。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）抵触しない支出を

していきたいというふうに考えてございます。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第13号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第13号 平成20年度橋本市

一般会計補正予算（第３号）について を採

決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 次に、議案第15号について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 24番 中西健君。 

○24番（中西 健君）今、議題であります、

神野々区の穴伏谷の土地を開発公社から買い

入れたということなんですが、この土地は、

私も記憶はっきりしてないんですが、もう相

当な年数たっておるわけですけども、この中

で利息がほとんど含まれているぐらい塩漬け

された土地が、ようやく企業誘致として利用

されることについては、大変喜ばしいことで

ありますが、これについて二、三お尋ねして

おきたいと思います。 

 一つは、差し支えなければ、企業誘致とし

て、市長が損してでも、開発公社の土地を何

としてでも処分したいと、こういう中で、企

業誘致候補地として積極的に取り組んできた

中で、決まった中でこれは恐らく買うという

ことになったわけですけども、その企業名、

ひとつは企業名。どこの企業であるか。今発

表できるのであればしていただきたいと。 

 それから、この１万1,350㎡のうち、これは

全部買うわけですけども、このうち、この企

業にどれぐらいの、全部なのか、そのうちの

何㎡なのか。それから、残地が結局どれだけ

できるかということもわかるわけでございま

すが、それから、三つ目として、この２億9,000

万円の中で、今度売る場合に、恐らくこの値
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段では売れないわけですから、どのぐらいの

価格で売れてどれだけの損失というか、その

土地に対しての出るわけですけども、それは、

会計上は開発公社が損するのも橋本市が損す

るのも、これは同じ、お金の出所は一緒なん

ですが、この三つについてちょっとご答弁願

いたい。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）まず１点目の、企

業でございますけど、ちょっと名前は言えま

せん。ただ、売買のための仮契約というか、

覚書です。覚書ですけども、これにつきまし

ては１月23日に締結してございます。そうい

うことで、あと、細部のところについては詰

めらなならんところがございますけれども、

そういう形で企業との交渉が着々と進んでご

ざいます。あと、融資関係とか、そういう形

の細かいところが残っているような状況でご

ざいます。 

 それと、今回再取得する１万1,351㎡でござ

いますけれども、これが開発公社の穴伏の全

体ではございません。全体は１万7,654㎡ほど

ございまして、あと6,300㎡程度は西側の山林

の部分にあるとか、南側の道路の横にあると

かということで、平地の部分が１万1,351㎡で

ございます。そのうちでも、一番南側に、東

西に４ｍの道路があるわけでございますけれ

ども、その道路を１ｍ拡幅しますので、その

部分は、市で１ｍ部分をもつということで、64

㎡程度ですけども、この再取得したうちから、

これは市がもつようになります。残りは全部

販売するという、売っていくという形になり

ます。 

 それと、価格の問題でございますけれども、

取得したときからの状況を言いましたら、用

地を取得したときは１億5,400万円程度でし

たんですけども、現在の簿価が４億5,600万円

程度になってございます。ということで、金

利とその管理費でだいたい60％上乗せしてい

るというような状況でございます。 

 ということで、今回１万1,300㎡程度売る中

では、これはまだ契約してございませんけど、

販売予定価格が１億1,290万円ほどになりま

す。ということで、開発公社から２億9,524

万8,000円程度で買いますので、約１億8,200

万円の赤字、赤字といいますか、損失の売買

になろうかというふうに考えてございます。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

 13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）少し地籍等で、この売

買自体にどうということはないんですけれど

も、ちょっと確認させていただきたいんです

けども、今回の参考資料の中で、この45番地

の２、１万227.32㎡ということになってるん

ですけれども、開発公社から用地概要という

の、これ、３月31日現在という資料があるん

ですが、こちらを見ますと、この45の２とい

うのが地籍が１万119㎡、実測が１万1,601㎡

というふうになっております。 

 また、今回議案になっております 45番地

の18とか19、これは土地開発公社の用地のリ

ストの中に入っていないと思うんですが、こ

れはどこかよそから購入するということにな

るんでしょうか。ちょっと細かいことなんで

すが、ご説明いただけますか。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）45の２番地でござ

います。これは平らなところで、面積の広い

ところでございます。その開発公社からの資

料につきましては、平成19年度より道路を入

れまして、道路を入れる前の数字だったかと

いうふうに考えてございます。ちょうどその

土地の西側に道路を計画してございまして、

その道路の敷地部分が減ってございます。 

 それと、言いましたように、その穴伏谷用

地につきましては、全７筆やったか、ほかに
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まだ開発公社が持っている土地が、法面部分

とかございます。その部分が今回の再取得の

中には入ってないということでございます。 

○13番（瀧 洋一君）45の18と19は。 

○企画部長（吉田長司君）この参考資料の中

での３筆、45の２と45の18と45の19というこ

とですけども、45の18と19は当初なかったわ

けでございますけども、45の２から45の18に

つきましては、南側のところですけども、こ

こについては建物を建てないということで、

駐車場なり広場にしていくという考え方でご

ざいます。といいますのは、その道路の隣接

した南側に宅地がございますので、そこの部

分は、そういう用途で使ってくださいという

形での分筆してございます。 

 それと45の19が、さっき言いましたように、

道路の市道拡幅が１ｍ、４ｍの道路を５ｍに

拡幅する用地でございまして、すべて18、19

が45の２から分筆してございます。 

○議長（中上良隆君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）分筆されたということ

で、そしたら、これは３月以降に分筆された

ということかと思うんですけども、そうしま

しても、ちょっと面積が合ってこないんです

よね。もともと45の２から18、19が分筆され

たものだとして、この参考資料によりますと

地籍が１万1,351.75㎡ですよね。これ、開発

公社の資料でいくと１万119㎡なんです。何か

縄延びしているんでしょうか。 

 別に、ここの売買自体問題ないんですけど

も、こういう細かいことかもしれないけども、

これ、きっちり押さえておかないと大変なこ

とになると思うんですよ。ここ、数字が整合

してないので、実際の公簿上の面積としっか

り確認して提案していただきたいと思うんで

すが、ちょっとご説明ください。 

○議長（中上良隆君）理事。 

○理事（塚本 基君）開発公社の書類を私も

今日、持ってきておるんですけども、議案提

出するについて、いろいろ開発公社と話をさ

せていただいたんですけども、公社の用地の

明細書の中で地籍とあるんですけども、それ

は筆の面積でございます。その横に実測とい

うことで１万1,601㎡となっておるんですけ

ども、実際、実測して確定した中では１

万1,647.1㎡というふうになっております。そ

こから分筆したという形になっておりますの

で、数字的に確認させていただいたんですけ

ども、先ほど企画部長が45の２を４分筆し

て45の２と、それから西側の道路、これは建

設課で道路をつけておるわけですけども、そ

れを45の17、それから45の18、これにつきま

しては家を建てないというふうな企画部長の

説明ありましたですけども、その部分と、そ

れから、今現在４ｍある道を１ｍだけ拡幅す

るための45の19、これが南側の側道というふ

うなことで分筆されておりますので、実測に

つきましては、確定する段階がちょっと時間

要したので追加議案というふうな形になって、

今、先ほど説明させていただきました１

万1,647.1㎡が最終の実測になります。公社か

らの、議員お持ちの１万1,601㎡につきまして

は、ちょっと確定した段階で変わっておると

いうふうなことでございます。 

 以上です。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

 23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）１点だけ確認しておき

ます。 

 先ほど中西議員の質問の中で、答弁された

んですけども、僕、聞き間違いやったら訂正

していただいたらいいんですけども、開発公

社で結局、この図面に載っている以外の場所

もあるわけですけども、今もっている全部で、

当初は１億5,400万円ほどのやつが、利息をた

まって４億5,000万円ぐらいになっていると。
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約ですよ。その４億5,000万円になっているや

つを、要するに今現在、平地でありますとこ

ろの２億9,000万円ほど出して市が買い取っ

て、そこへ企業誘致をするということですわ

ね。 

 そしたらその後、その残り6,500㎡余りある、

山地というんか、まだ全然改修、法面とか山

手のほうやと思うんやけど、それを現在１億

余り開発公社に今残されておるわけですね。

で、残されておるけれども、私が心配するの

は、開発公社へ今その分を市が買い取らんと、

要するにその１億余りがしの6,500㎡を今売

れやんさかいに、一応残してあるのかわから

んけども、それがまた利息が利息を生んで、

要するにまた同じことになるんと違うかいな

という心配があるわけなんです。 

 ほんで、同じ買い取るのやったら、もうそ

ういう全部買い取っておいて、それで利息を

生まん、利息というか、まあ言うたら普通の

市の財産にしておけば、要するに利息を払わ

なくてもええというか、解釈としてはそうな

る。 

 ほんで、開発公社へこの１億何ぼ残してお

くというのは、僕は非常に心配をしておるん

ですけども、その点については、市としては

どのような考えでおるのかということをちゃ

んとしておかんと、せっかく３億円かけて企

業誘致をして、企業を誘致すれば宅地として

生きていくんやさかいに、安くても、要する

に１億数千万円の損が出てでも、長期にわた

っては企業が来てくれれば、要するに利益に

なっていくという、考え方としては僕はええ

と思うんですけど、それは何も、一日も早う

そうするほうがええんで、それは推進させて

もらうんやけども、開発公社の持っている部

分について、市としての考え方を聞かしとい

てもうたらどうかなと思うんですけど、間違

うとるかな、僕の。ちょっといっぺん聞かし

ておくれよ。 

○議長（中上良隆君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）井上議員の質問にお答

えしたいと思います。 

 そういう利息の生むところ、開発公社のた

くさんあるんですよ。どれもこれも金利を皆

いっぺんとめたいのが、もうよくわかるんで

す。順次とめながら企業誘致を進めておるわ

けでありますが、あまりにも大きい金額であ

るもんですし、私どもも十分思案したんです

けども、まず確実な正攻法というのか、確実

に来ていただくところだけを今きちっと、穴

伏谷用地、やっていく。 

 ご存じでしょうか、この神野々から新田へ

のぼる市道があるんですね。それの左側の谷

合いがずっと細長く、公社用地が持っておる

んですけども、そうして右側には小高い丘に

も公社の用地が持っておって、それがあわせ

て残りが六千いくかの㎡で。この今のやつの

処理が終わりましたら、そうしたら続いてそ

れの設計、造成、それを一回慎重にしながら、

できるだけ速やかに、あと四千、六千ありま

すけど、有効面積は７割ぐらい以下になるん

かなと思って見ておるんですけども、それを

またあと誘致の目鼻を立ててまいりたいなと。

そういう考えで段階的に行かないと、井上議

員のごもっともでございますが、そういう考

え方で、ちょっと待っていただいて、そうし

て次にまた入ってまいりたいと、そう私は思

っております。 

○議長（中上良隆君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）それは大変市長の考え

方としては、今までの塩漬けというか、今ま

での橋本市が進めてきた開発公社そのものの

中で、うまくいっているところもあるんだろ

うけども、要するに今残っている土地という

のは、昨年も向のほうを月３万円も利息が要
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るということで、山手を一般財源に買い取っ

たと。そこへ今回も、今回は企業誘致なんで

すけど、皆さんやっぱり開発公社の借金何ぼ

あんのよ、というのをよく聞かれるわけなん

ですよ。 

 そういうことで橋本市の木下市長は、その

点については一生懸命取り組んで、有効に生

かしていくという形で進めておりますよとい

う話はしておりますけども、やはり開発公社

の塩漬けの土地については、あといくらか、

何箇所かありますけども、開発公社で、独自

で自立して、その販売をしていくという能力

というか、そういうのが今の現時点ではなか

なかあるようにも思えませんわ。 

 ほんでに、学文路の周辺でも、あんだけい

い土地であっても、結局損をして放していか

なあかんと。残り、まだあれも900坪なんか残

ってますでしょう。これと別ですけども。私

はこの土地についても、市長が言われたよう

に、やはり一日も早く余計な利息を払うてい

くということは、これはやっぱり市民の大切

な税金ですのでね。今までのそういうところ

を改善せんと、いくら改革しておってもあか

んと思うんですわ。そこへもれていくんでね。

ぽろぽろぽろぽろともれていきますので、結

局それを、もりをとめんとあきまへんのや。 

 それを段階的というようなこと言わんと、

市長、その借金できる、赤字再建団体へ、そ

こまでいったらあかんけども、いくまでにで

きるだけ早いこと買い取って、市の財産にし

て、それでぼちぼちと売っていくというよう

な計画を、立てれるものなら立てたほうが、

僕はまたこれ5,000万円、１億円と、もう二、

三年放っておいたらじきに、開発公社の利息

というのは高いさかいね。そんなんは通常、

こんなんはほんまに早いことやってほしいな

というのが、僕の気持ちなんですよ。 

 そういうことで、今、市長の答弁いただい

たんですけども、企画のほうでも開発公社の

やつをちゃんと明らかにして、精査をしてい

くというか、清算をしていくというか、そう

いうことを強く求めておきたいと思います。

よろしくお願いします。 

 企画部長、いっぺんちょっと、市長はもう

答弁いただいたので結構ですけど。 

○議長（中上良隆君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）大変建設的なご意見い

ただきまして、心強く感じております。穴伏

谷用地はご承知のとおり、昭和53年頃に取得

した、もう過ぐる二十いく年たってどうにも

使い道のない土地でありますので、それの、

とにかく一日に６万1,000円、あれで金利がか

かる。年に2,000万円。あれ１筆で、１筆とい

うか2,000万円ほど概算かかるんですよ金利

を。それをやっぱり我々も職員も強く認識し

ておりますので、一日も早く成果を出すよう

に努力したいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

 10番 平林君。 

○10番（平林崇行君）今、市長のご答弁にあ

るように、一日も早くという言葉が出ました。

私、これに関しては企業誘致のための土地取

得ということなので、私は全然問題ないし、

頑張っていただきたいと思っております。 

 その中で、私はいつも心配するんですけど

も、役所のやることは本当に、半分ものでき

たらもう完成したみたいなことを言うんです

けども、やはり千里の道も900里来てから半分

ができたと思うぐらい慎重に物事やっていか

なあかん。そこまで計画をしっかり組み立て

ていかなあかん。 

 先ほど24番議員の質問にも、企業決まった

ようで、まだ企業名は明かせないという答弁

でしたけども、そしたら、やはり土地に関し
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て、一番そういう企業の人が心配するんじゃ

ないかなという部分は、やっぱり道ですね。

これ、どういうふうな経路でこの土地へ入っ

ていく道を考えているのか。また、企業が内

定しているのであれば、その企業がどういう

企業で、10ｔクラスのトラックを運行せなあ

かん企業なんか、それぐらいの、そういうふ

うな部分で道路計画もできているのか。そし

てプラス、それぐらいの大型云々の中で、小

型でしたらいいですけども、中でしたら地元

の同意というものはどこまで進めていけるの

かと。やっぱりこの２点が、こういうような

大きな工場を引っ張ってくるとき、一番の大

きな問題なんですよ。最終の。その辺のとこ

ろはできてるんか。市長、もうちょっと待っ

てください。 

 ですから、その辺の計画性、本当にもう企

業、決まっているんであれば、私は道路から

云々の予算が、今同時に出てきてもおかしく

ないなと思うんですよ。土地をもう取得して

企業も１月に決まってるんや。そしたらこの

土地イコール道路の予算、ここ道路をこない

する、それに対しては地元の合意はこれから、

まだでしたらどういう形でどういうふうにし

ていくとか、そういうふうな部分の計画があ

ってしかるべきやと思うんですけども、この

辺の計画性につきまして、よろしくお願いし

ます。 

○議長（中上良隆君）市長。 

○市長（木下善之君）平林議員も、もとは地

元でありますので、一回現場を、現場の姿を

一回しっかりとご覧いただいてほしいと。道

路は当初予算で予算化しまして、もう完成し

ております。19年度ですか、それで工事は完

了しております。そうして側道から50ｔのト

レーラーでも入るように、もうちゃんとして

おりますし、地元の了解も、沿線の関係の皆

さんの了承もいただいておりますので、一回、

今日は早速見ておいてください。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）10番 平林君。 

○10番（平林崇行君）答弁もれ。見ておいて

くださいというのはわかるんですけども、説

明をしてください。私は、どういう企業が来

るかと言えれへんかしれんけども、じゃ本当

に、薬品会社だったんだ、いや、こういうふ

うな地元が思うとった工場と違うたんだ、そ

ういうときに、地元の理解が得れるのかとい

うことを私は言うておるんですよ。 

 別に、道路の広さがあれば、それはそれで

ええですよ。だから、これがほんまにリサイ

クル工場であって、そのリサイクルの工場へ

運ぶときに、周辺の市民の皆さんが許してい

ただけるもんなんか。いやいや、そんなん違

いますよと。食品関係やから安心安全な工場

ですよとか、そういうことを私、今質問しと

るんですよ。私に対して質問じゃなしに、私

の質問に対してのしっかりした答弁、私が理

解するように。私が理解できなかったら市民

の人も、私、理解するような答弁を返しによ

う行きませんのでね。再度、答弁お願いしま

す。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）企業の名前と内容

については言えませんけれども、企業誘致す

るときに、土地につきましては道路も含めま

して、水道、下水道、それから電気関係がか

なり重要な要素になってきます。ということ

で、特にあの土地につきましては、道路の進

入路が弱かった状況もございますけども、市

長言うてましたように、側道をつくるのと同

時に、側道から北へ幅員６ｍでしたかな。２

車線、6.5ｍ以上やったか、19年度予算で建設

課のほうで施工してございます。そういうこ

とで、それも含めての協議というか、誘致企

業との協議をしてございますので、その点に



 －263－ 

つきましては、道路、そのほかの部分につき

ましても問題なかろうかというふうに考えて

ございます。 

○議長（中上良隆君）業種は。安全な業種か

安全でないかだけでも。 

 企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）業種につきまして

は、まだちょっと言えませんけれども。 

○議長（中上良隆君）10番 平林君。 

○10番（平林崇行君）私の取り越し苦労やっ

たらいいんですよ。橋本市の今までやってき

てることを見たら、市脇清水間の橋を建てる

にしても何十年かかってんのよと。本当に今

までのやってきたことが、ほんまに着々とや

ってきてあるなら、今までどおり頑張ってく

ださいよと、私は応援エール送るだけですよ。

なぜ私がこんな質問せんなんかといったら、

本当に今までやってきたことが、後手後手に

なって時間がかかってと。 

 というのは、企業というのは橋本市の企業

の誘致の土地だけ違うんですよ。もうそない

後手るんやったらもうええよと。建物はどこ

へでも建てれますからね。今かって、今は県

とか市の助成があるから、企業も本当にこっ

ちへ目を向けてくれてるんやと思いますけど

もね。それ以外で、じゃ、橋本市に本当にこ

れからガソリンが高なってきて、200円超える

ようになったとき、遠距離に対してここまで

来てくれるメリットは何かという部分を、や

っぱり５年、10年考えていかなあかん部分の

中で、本当にこの企業誘致に対して、行政が

どんな早い取り組みをするかということで。 

 だから、道路に関してはわかりましたので、

問題はその地元ですわ。それに対してどうい

うふうな、ここ建築、向こうとの企業との話

し合いがあると思いますよ。工場がいつ頃建

ててと。それまでに地元との話し合いを、い

つぐらいまでにはきっちり解決していきたい

とかいうスケジュールはないのかということ

を、私は先ほどから質問しておるんですけど

も。 

 その辺もう一点で結構ですので、その辺の

予定、もしありましたら、企業が、だいたい

いつ頃までに来るから、地元との合意はこれ

までにはきっちりと話し合いを詰めていきた

いという部分の、時期的な計画はありますか。

その質問をしてます。 

○議長（中上良隆君）理事。 

○理事（塚本 基君）今、平林議員のおただ

しでございますけども、具体的に、時期的に

何日までというふうな話にはなっておりませ

んけども、概要の説明を、地元と調整させて

過去にはあります。ご心配されるのは当然か

というふうに思いますけども、公害を発生す

るとか、住民にご迷惑をかけるような企業で

はないということだけ言えると思いますので、

そこら辺でご理解のほど、よろしくお願いし

たいと思います。 

○10番（平林崇行君）答弁もれ。一個だけ。 

○議長（中上良隆君）指摘してください。 

○10番（平林崇行君）スケジュール的なもの

はあるんですかと。これだけいっぺん、それ

だけ教えてください。というのは、企業は土

地が決まったら建物の建設するんでしょう。

企業は２年も３年も待ってくれないんですよ。

だから、それまでに地元との合意がなかった

らどうするんですかと言うてるんですよ。だ

から、地元との話はどうするんですか。その

スケジュール、あるんかないんか、それだけ

で結構です。 

○議長（中上良隆君）理事。 

○理事（塚本 基君）区の代表等々、その地

元周辺の方についてのご説明は、もう既にさ

せていただいております。そこら辺で了解を

いただいておるというふうに我々は認識して

おるんですけども、エリア的に広がってどう
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こうというところまでは、日程的にどこまで

説明して、どういうふうにというところまで

は、まだ詰めておらないということでござい

ます。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

 16番 中谷君。 

○16番（中谷 晉君）井上議員や、今の平林

議員でだいたいの内容がわかったので、しつ

こう質問せえへんけど、割に加薬が多いので

時間がかかっておると思う。 

 １点目は学校が周辺にあるので、企業との

誘致される何は、そういうところの風致に対

応できる企業であるということだけ、一回聞

かせてほしいのと、それと企画部長の話では

西側の道路５ｍ、１ｍ拡幅して４ｍ云々とい

う、確かにそう聞いたんやけど、高速関連か

らの取り合わせは２車線であるように記憶し

ております。その関連で５ｍやったら２車線

にないので、そこらの関連性についてちょっ

と、それだけお聞きしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）１点目の学校との

関係もありますので、それは公害出さない企

業ということです。それと、ちょっと説明が

ややこしかったんですけども、販売する土地

の南側に４ｍの道があるわけです。それは道

を挟んで家もあるわけでございますけども、

進入路にあたるところ、京奈和自動車道の側

道からその土地までの進入路にあたるところ

につきましては、２車線の道路で平成19年度

に建設課のほうで施工やってございます。 

 これから、今、分筆しまして、土地65㎡で

したか、を使いまして、南側の道路４ｍのと

ころを５ｍに拡幅する予定でございます。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

 ５番 中西峰雄君。 

○５番（中西峰雄君）この件で、先ほど市長

の答弁の中で、ちょっとただしておきたいん

ですけれども、この土地１筆の金利だけで、

年間2,000万円かかりますよという答弁があ

ったんですけども、200万円かそこらの間違い

と違いますかというただしが一点と、もう一

つは、この土地の、市が結局買い取るんです

けれども、買い取りの財源をどうするんかと

いうことですね。市が買い取っても、借入金

で買い取ることになっているのであれば、結

局プラスマイナスゼロかなということもあり

ますので、その辺のことをお尋ねします。 

○議長（中上良隆君）財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）中西峰雄議員のご

質問の中で、その財源についてちょっとご説

明をさせていただきます。 

 先ほど、企画部長も説明があったわけです

けども、今回２億9,000万円程度で公社用地を

買うわけでございますけども、当然、企業に

売り払います。売り払い金が１億1,000万円ほ

どだと思いますので、その残りは一般財源で

措置するということになろうかと思います。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）１年間の金利です

けども、ちょっと確認させてください。 

○議長（中上良隆君）この際、45分まで休憩

いたします。 

（午前10時27分 休憩） 

                     

（午前10時45分 再開） 

○議長（中上良隆君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

 ５番 中西峰雄君に対する答弁を願います。 

 財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）先ほどの中西峰雄

議員のご質問にお答えしたいと思います。 

 先ほど中西議員のご質問の中で、市長から

金利が2,000万円というお話が出たわけでご

ざいますけども、平成19年度における土地開
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発公社全体の債務が21億6,000万円ございま

して、当時、平成19年度で言いますと、借り

入れ率が約0.9％でございます。それで計算い

たしますと1,950万円になることから、市長

が2,000万円ということでご答弁させていた

だいたところでございますので、ご理解をお

願いしたいと思います。 

 それに基づいて、その穴伏谷の分で、どの

ぐらい金利がかかっているかということでご

ざいますけども、平成19年度で言いますと、

同じ0.9％の利率でございますけども、それで

穴伏谷を計算しますと約400万円になります。

今回、平成20年度、金利が上昇しております

ので、今年度は1.742％で買っております。そ

れで計算しますと、穴伏谷全体では１年間780

万円の金利がかかると。今回、そのうち市が

買う用地でございますけれども、約２億9,000

万円でございますので、これに対しての利率

というのが同じ1.742％で計算しますと、利息

は約500万円になろうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）５番 中西峰雄君。 

○５番（中西峰雄君）ありがとうございます。

何もこの議案に対して反対しておるわけじゃ

ないんですけども、ただしとして、もういっ

ぺん確認だけしておきますけども、先ほど市

長は、この土地１筆だけで2,000万円とおっし

ゃったのは間違いで、公社の借入金の総金利

が年間1,950万円であるということですね。そ

れで結構です。別段ないんですけども、あと

はこういう公社の、市が債務保証している分

について、難しいんですけども、できるだけ

早く処分していくという方向で、一般財源が

減りますけども、そこは頑張って処理してい

っていただきたいと要望しておきます。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第15号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。

よって、委員会の付託を省略することに決し

ました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第15号 土地の取得につい

て を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 


